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 山本一清博士の残された観測機器類、書籍、資料などを調査するために 10 月 17 日の午
後、京大総合博物館の大野照文、山下俊介、宇宙物理学教室の冨田良雄、天文台の柴田一










た。その生い立ちと業績を『天文月報』（1959 年 3 月号）に掲載された宮本正太郎による
追悼文からひろってみることにする。 
明治 22 年 5 月 27 日、滋賀県栗太郡上田上村の旧家に
生まれ、第三高等学校を経て、京都帝国大学理科大学物理
学科に入学、大正 2 年 7 月に同科を卒業。助手、講師、助
教授を経て、大正 11 年より 2 ヵ年間の外国出張ののち大







本の努力があったからである。昭和 13 年に退官。 









入移築して本宅としたもので、大正 14 年に内務省より保存史蹟の仮指定を受けている。 
 大学を退官後の昭和 1７年、民間の天文家の根拠地とするべく田上天文台（昭和 30 年に




























第二観測室３階回転屋根         振り子時計と山本章氏 








































万枚をこえる世界にもまれな 1920 年代から 1960 年代にかけて撮影されたスペクトロヘリ
オグラム観測データが完備することになる。 
 
 以上、当資料が日本の近代天文学の歴史そのものを語るたいへん貴重でかつ膨大なもの
であることを概観してきたが、山本家からは一切を京大に寄贈してくださる旨をもうしで
ていただいており、今後博物館、天文台、教室が協同して引き受けの体制を整えてゆく必
要があるだろう。 
 
